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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 ○前回の記録と同程度もしくは上回った種目 

上体起こし、反復横跳び、シャトルラン 

ソフトボール投げ 

○前回の記録より下回った種目 

握力、長座体前屈、５０ｍ走、立ち幅跳び 

ボールを投げる力を高める単元以外でも、準

備活動で意識的に投げる活動を取り入れ、投力

が伸びた。休み時間の遊びの中でも、子どもの

主体性を引き出し、運動能力を高めていく。 

 ○前回の記録と同程度もしくは上回った種目 

上体起こし、シャトルラン 

ソフトボール投げ、５０ｍ走 

○前回の記録より下回った種目 

 握力、長座体前屈、反復横跳び、立ち幅跳び 

 

持久力の向上が見られた。体育では、「３分

間、走り続ける。」などの準備運動を取り入れ

た。引き続き縄跳びデーなどの体育以外の時間

でも、運動能力を高める活動を取り入れていく。 

 ○「体育の授業は（やや）楽しい」と回答する割合 

Ｒ６男子：97.8％、女子 89.5％ 

Ｒ７男子：94.2％、女子 92.1％ 

○体育の授業で、友達と助け合ったり、教え合ったりする学習で 

「できたり、わかったり」することと回答した割合 

Ｒ６男子：93.5％、女子 75.4％ 

Ｒ７男子：88.3％、女子 90.2％ 

 体育の授業ではクロムブックを活用して動画

を撮影し合ったり、試合中の動きを見てアドバ

イスをしたりする協働的な活動を多く取り入れ

た結果、技能向上につながり効果が表れた。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

〇体育の授業におけるアスリート講師派遣事業 （ソフトバレーボール）の依頼を行う。 

〇歯の健康に関する学習において学校歯科医の方や北海道歯科衛生士会の方に来校いただき、歯科指導を行う。 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

〇「体を動かす楽しさ」を存分に味わえ

る課題探究的な体育学習（ICT を活用

した授業実践の積み上げ等）の実践。 

○「跳び箱、マット運動、鉄棒週間」を

継続し、児童一人一人の多様な学び

方・運動の機会を十分に保障しいく。

取組前には、職員研修を実施し、安全

や指導の要点を学ぶ機会を設ける。 

○スポーツテストの結果を分析し、そ

れらを日々の運動機会（授業、休み

時間の遊び場）につなげる取組。 

○固定施設の遊具を使った準備運動を

取り入れ、安全な使い方を知り、休

み時間の積極的な使用を促す。  

〇養護教育と連携し、発達段階、子どもの

学びに応じた「命や性に関する指導」を

推進する。養護教諭との TT の授業を年

に一回は実施する。 

〇栄養教諭と連携した「食育」を推進する。 

〇自分の体に向き合い、自分の体を知る取

組（体の変化、体調を自分で捉える）を

行う。 

〇感謝の気持ち・喫食時間の確保など「給

食マナー」の定着を図る。 

〇健康診断結果を活用した「歯磨き指

導」を実施する。全国歯みがき大会に

参加する。 

〇「なわとびデー」の継続をする。アンケート

で実態を調査し、苦手な技克服の場を作る。

自分の目標に近付きたくなるような「憧れの

場」を創設する。カードを８種類に分け、短

期的な目標を設定できる工夫をしていく。 

〇休み時間に「体を動かしたくなる」環境づく

りを一層推進する。キャッチボールエリア、

ストレートレーン、フラフープエリア、ドッ

ジボールコート（３か所を常設）に加え、サ

ッカーゾーン、鬼ごっこゾーンなどを設定し

て安全も配慮した遊びやすい場の工夫を行

っていく。 

○全校で外遊びを推進する。「晴れた日は外

遊び」を合言葉とし、全校で健康な体づく

りの意識をもてるよう全校朝会や学活の時

間を活用し呼びかけていく。 



 


